
丹波の森宣言
人と自然と文化の調和した

地域づくり

丹波の自然と文化は、現在及び将来
にわたる住民共有の財産であって、
これを維持発展させることは私たち
に課せられた重大な責務です。今、
私たちはこの責務を強く自覚し、お
互いに力を合わせ、自然や文化を大
切にしながら、これらを生かした「丹
波の森」づくりを、次のように進め
ることを宣言します。
1. 丹波の健全な発展をそこなうよう
な自然破壊は行わず、森を大切に守
り育てます。
2. 丹波の自然景観を大切にし、花と
緑の美しい地域づくりを進めます。
3. 丹波の文化景観及び歴史的遺産を
大切にし、個性豊かな地域文化を育
てます。
4. 丹波の素朴さと人情を大切にし、
安らぎと活力に満ちた地域づくりを
進めます。　　
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  　宣言 1
丹波の健全な発展をそこなうような
自然破壊は行わず、森を大切に守り
育てます
①丹波らしい土地利用
②山を守り育てる
③川や水辺を守り育てる
④農地を守り育てる
⑤野生動植物と共生する

  　宣言 2
丹波の自然景観を大切にし、花と緑
の美しい地域づくりを進めます
⑥丹波らしい景観形成を進める
⑦自然を体感する
⑧丹波の景観を楽しむ
⑨花を飾りもてなす

　  宣言 3
丹波の文化景観及び歴史的遺産を大切
にし、個性豊かな地域文化を育てます
⑩文化歴史を大切にし、広く発信
⑪恐竜が生きた大地
⑫芸術・文化・スポーツを楽しむ

  　宣言 4
丹波の素朴さと人情を大切にし、安ら
ぎと活力に満ちた地域づくりを進めま
す
⑬もりびとになってふるさとを元気に
⑭丹波ブランドを育成
⑮丹波ファンを拡大、交流促進
⑯国際化に対応
⑰安心安全な地域づくり
⑱集落に暮らし、未来につなぐ

 「丹波の森創造プラン」で未来へつなごう
30 年以上にわたって行われてきた「丹波の森」づくりをさらに推進し、
未来へとつなぐため、「丹波の森創造プラン」にまとめました。
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問 公益財団法人 兵庫丹波の森協会  ☎ 73-0933
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